
スポーツ課内での分析（平成３０年度）を時点修正

旭川市のスポーツ推進施策に係るSWOT分析について

強み（S）～目標達成にプラスとなると思う市の内部要因
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機会（O）～上手く活用すれば，目標達成にプラスとなる外部要因

弱み（W）～目標達成にマイナスとなると思う市の内部要因

脅威（T）～そのまま放置すると，目標達成にマイナスとなる外部要因

・趣味の多様化

資料３－（２）

・北北海道の中心都市

・安定した気候・雪質がよい

・スポーツ関係の医療充実

・病院が多い

・ドクターヘリがある

・都市機能が充実

・豊かな自然と都市機能が調

和

・河川敷など，活用できるス

ペースや身近な自然が市内

中心部にある

・交通網が充実

・空港が近い

・旭川空港の高い就航率

（99％）

・旭岳に車で１時間で行ける

・アウトドアスポーツ（トレッキ

ング，山岳スキーなど）が体験

できる大雪山国立公園が近く

にある

・大雪山等世界から注目され

るパウダースノー

都市機能・自然環境

・自然を活かしたスポｰツが充

実している（スキー，パークゴ

ルフ等）

・サイクリングロードが充実，

河川敷でウオ－キング・ランニ

ングができる

・中心部に歩くスキーコースが

ある

・周辺エリアにスキー場が多

い，歩くスキーコースが多いな

ど，スキーの練習環境が整っ

ている

・特色あるスキー場がある（リ

ンクス，サンタプレゼントパー

ク）

・多くの種類のスポーツ施設

がある（体育館，野球場，パー

クゴルフ場）

・周辺町村にはない大型施設

がある（リンクス，スタルヒン

等）

・学校開放事業等で安値でス

ポーツを楽しめる環境がある

・無料又は安価で使用できる

施設が多い

・市有スポーツ施設への指定

管理者の導入が進んでいる

・コクゲキにｅスポーツの施設

ができた

・都市型スノーリゾートの確立

に向けた動き

スポーツ施設

・東京オリパラの影響により，

新たな競技への注目が高まっ

ている

・東京オリパラの影響により，

アスリート育成への関心が高

まっている

・多様性と共生社会の実現へ

の意識醸成

東京オリ・パラ

プロスポーツ

・プロスポーツに触れる機会が

ある

・プロスポーツの試合が開催さ

れている（野球，バレー，バスケ，

ソフトボール，フットサル）

・プロスポーツ（VOREAS）の拠点

がある

・パラスポーツへの興味関心が高い

・各種の障害者スポーツ大会が開催

されている

・パラリンピックや障害者スポーツの

世界大会へ出場する選手やメダリス

トが輩出されている

・旭川パラスポーツジュニアメン

バーズの誕生

・パラ採火式の開催

・バイスキー・シットスキーの市での

購入

障害者スポーツ

・青少年スポーツが強い（バド

ミントン，野球，フットサル）

・金メダリストが多い

・東京オリンピックでの旭川出

身選手の活躍（バスケ・町田

選手，やり投げ・北口選手）

競技力

・様々な自主事業（出前講座，

フロアカーリング交流大会等）

を開催するなど推進委員の活

動が活発化している

・推進委員の活動でニュｰス

ポーツの振興を図っている

スポーツ推進委員

・ワールドカップなど国際大会

等豊富なスポーツ大会の開催

実績がある

・半年に一回，市内で数千人

規模の大会（バーサー・ハー

フマラソン）がある

・全国大会・全道スポーツ大会

規模の常時開催

・各種大会が多い

・日本最大級のクロカン・歩く

スキー大会を開催している

（バーサー）

スポーツ大会

・日本代表レベル（レスリン

グ女子日本チーム，全日本

女子柔道，ウィルチェアーラ

グビー日本チーム等）の合

宿実績がある

・合宿誘致につながる人脈

がある

合宿誘致

・ほとんどのスポーツ競技の

団体がある（スポーツ競技が

網羅されている。）

・少年団をはじめ，子どものス

ポーツ活動が盛ん

・全道・全国大会に出場してい

るチームがある

・総合型地域スポーツクラブの

存在

スポーツ団体等

健康への関心

・健康維持のためのスポーツの

重要性が高まっている

・健康寿命の延伸

・健康への意識向上

・基礎代謝UPへの意識が高い

観光

・訪日外国人観光客の増による

体験型スポーツ需要の増加

・アフターコロナのスポーツ観光

・大雪山系から近いところで夏

冬通じた登山客増

・アウトドアスポーツの普及

・教育旅行におけるスキー学習

のニーズ

トップレベルのスポーツ選手

・世界で活躍する選手が増加し

ている

・東京オリパラで，日本選手が

多くのメダルを獲得

情報媒体

・インターネットの普及

（色々なスポーツの情報が得ら

れる）

・観る機会，選択肢が増えた

（CS，BS，DAZN等）

SNSの普及

・デジタル技術の向上

教育

・子どもに対し習い事などにお

金をかけることができる

・休日の部活動を地域へ移行

する動き（文科省）

・地域学校協働活動の推進

・ＧＩＧＡスクール構想

・ナショナルトレーニングセン

ターなど国をあげたスポーツ

の盛り上がり

・メジャースポーツの門戸が広

く気軽にスポーツを始めやす

い

・多種多様なスポーツ，ニュー

スポーツの誕生

・スポーツ庁の創設

・eスポーツ（コンピュータゲー

ム）の普及

その他のスポーツ環境

・スポーツ施設の老朽化，財

政負担の増加

・メインとなる体育館が古い

・良質な競技施設の不足

・スポーツ施設の不足

・バリアフリー，ユニバーサル

デザインの施設が少ない

・ドーム球場がない

・プロスポーツを行える施設が

少ない

・スポーツ活動の場が不足

・夜間にスポーツをできるとこ

ろがない（21時まで）

・冬季に使用できる体育館が

少ない

・施設の改良，改修がなされ

ない

・山は多いが，トレッキング

コースがない

・施設所管部が複数（スポーツ

課・公園みどり課）にわたるこ

とから市民に不便を感じさせ

る

・有料施設(高額）利用に対し

て抵抗感がある

・国際大会を開催する施設が

充分ではない

スポーツ施設

・交通手段が不便

・交通手段の制限（公共交通

機関が不便）

交通手段

・冬季スポーツ人口の減少

・バーサーの参加者減少

・スキー場に宿泊施設がない

・スノースポーツの専門店がな

い

冬季スポーツ

・プロスポーツに対する関心

が高くない

・ニュｰスポーツに対してまだ

認知度が低い

スポーツへの関心

・夏が短く，冬の期間が長い

・少子高齢化の進展

・旭川市の厳しい財政状況

・スポーツ関係団体の構成員

や指導者などスポーツの担い

手の高齢化

気候・人口等

・大学スポーツが少ない

・マイナースポーツに力を入れ

る余力がない

・高齢者，障害者等のスポー

ツ実施率の具体的目標がな

い

・年齢層によってスポーツ実

施率にバラツキがある

その他のスポーツ環境

・生徒数が減少傾向にあり，

中学校では部活動が行えなく

なってきている

・全国レベルの少年団がある

地域でも，中学校にはその種

目の部活がなく連携が図れな

い場合がある

・市内中学校のスキー部のあ

る学校は１校のみ。スキーが

上達する環境が整備されてい

ない

部活動

・市内のメディアによるPRの効

果が不明

・マイナースポーツのPR不足

・少年団に関する情報の発信

不足

・市内・近郊のスポーツに関す

る情報を集約・発信する総合

的な情報機能が整備されてい

ない

情報発信

・本市には数多くの競技でオリ

ンピアン・パラリンピアンがい

るが，競技力・指導力につい

ては特に引き継がれているも

のはない

・多くのメダリストを輩出してい

るが，指導者が高齢化し選手

育成を担えなくなってきている。

・メダリストであっても，本市の

スポーツを取り巻く状況は，指

導者として戻りにくいものと

なっている

・他市と比べてスケート指導者

の人材が乏しい

指導力の不足

・少子高齢化

・少子化・少子化によるスポー

ツ人口減少

・核家族化

・全般的に興味・関心が低い

社会

・繋がりが希薄

・経済格差が拡がっている

・子どもの貧困

・東京・大阪・名古屋・札幌の

存在 人口・働き口の集中

・地域間格差

・情報格差

・ハラスメントや暴力・体罰

社会情勢

・スポーツの多様化

・アウトドアスポーツの多様化

・類似したスポーツイベントの

増加

・スポーツの多様化定義のあ

いまいさ

スポーツの多様化

・気候変動（温暖化，ゲリラ豪

雨等）

・温暖化や異常気象によるス

ポーツを取り巻く環境の変化

・新型コロナの感染拡大

自然現象・災害

・スポーツの用具が高価，用

具購入費用の負担が大きい

・交通費の増

スポーツにかかる経済的負担

・障害者のスポーツ実施率が

低い

・スポーツに係る指導者不足

の懸念

・マイナースポーツの支援体

制が不十分

・技術採点・芸術評価

（目に見えるもの，みえないも

の）

その他のスポーツ環境

・スポーツ関係団体の情報・意

見交換の場が少ない

・競技団体との課題解決に向

けた協議に時間を要する

関係団体の連携


